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『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』
の文型に対する魯美文化国際服装学院
中国人教員の意識調査

日本語科 専任教授　刈谷　仁美

• 要旨
本稿は 2012 年 9 月にスタートした魯美文化国際服装学院における日本語教育の概要と、日本語教
育担当の中国人教師を対象とする『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』に掲載されている全
文型についての意識調査の結果をまとめたものである。調査の結果自体は何ら結論づけられる性
格のものではなかったが、今後の『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』の指導の在り方を考
える上で示唆に富むものとなった。

• キーワード
『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』、魯美文化国際服装学院、中国人教員、文型、意識調査、
アンケート、教えにくさ

１．魯美文化国際服装学院について

１－１．コースの概要
　2012 年 9 月、中国遼寧省金石灘にある魯迅美術学院大連キャンパスにおいて、「中国にお
いて日本語が堪能で優秀なファッションクリエーターを養成する」ための魯迅美術学院と
文化服装学院の日中合作コースとして魯美文化国際服装学院がスタートした。（以下本コー
スとする。）1 年間の日本語学習を経て、1 年半中国の大学の必修科目の単位を取りながら、
文化服装学院から派遣された教員による服飾造形の授業を日本語で受講し、その後、東京
の文化服装学院に留学、引き続き日本語でファッション（服飾造形など）を 2 年間学習し、
中国に帰国した後卒論及び卒業制作を行い卒業するというコースである。学習期間は合計 5
年で、卒業時には魯迅美術学院と文化服装学院の２つの卒業証書を取得できることとなっ
ている。本稿は初めの1年の日本語予備教育の部分に関わるものである。2015年4月時点で、
3 学年分の学生が各 120 名程度在籍しており、初年度入学の学生は日本での学習をスタート
させるところである。　　　

１－２．日本語教育の概要
　日本語の授業は 9 月から翌年 7 月上旬まで行われ、1 年間の授業数は 800 時間弱である。
約 120 名の学生を４、５クラスに分け、入門レベルの日本語から指導する。当初の目標は「2
年時から始まる日本語による服装造形の授業が理解できる日本語力を身につける」という
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ものであったが、現在は、それにプラスして日本に留学するための必須条件である日本語
能力試験Ｎ２に合格するという目標も合わせて設定されつつあり、日本語教育の内容は現
時点では流動的である。
　2012 年から 2014 年度までは、文化外国語専門学校で行われている日本語教育をベースと
し、本コースの学生に合わせた調整を加えた内容で授業を行った。9 月にひらがなの学習か
らスタートし、翌年の 5 月に初級の学習が終了し、残りの期間で『文化中級日本語Ⅰ』か
ら抜粋した項目の学習や日本語能力試験対策などを行った。初級レベルでの使用教科書は、
初年度と 2013 年度が『新文化初級日本語ⅠⅡ』（以下「新文化初級」とする）、2014 年度が

『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』（以下「文化初級改訂版」とする）である。初級
終了後の『文化中級日本語Ｉ』の抜粋部分や日本語能力試験対策の教材は各年度の担当者
が決定した。そのほかに、日本語を使ったスピーチや発表などの活動や服飾造形の授業に
必要な語彙や表現も学習した。
　授業は、基本的には直接法で行われることになっていたが、一部中国語の使用もあった。
文化外国語専門学校での教授スタイルを基本とし、「読む・聞く・話す・書く」をバランス
よく伸ばすことが目標として設定された。

１－３．学生
　入学試験や入学条件に日本語学習に関する項目はまったく含まれていないこともあり、
ほぼ全員が日本語学習歴ゼロの状態で入学する。直接法の授業や、コミュニケーション重
視の授業も本コースに入学して初めて体験する学生がほとんどである。日本のアニメーショ
ンやマンガ等を通し、日本語に関する知識を持っていたり、簡単な会話ができるという学
生も一部存在する。日本語を集中的に学習することや、学習スタイルの違いから、スムー
ズに学習が進まない学生が少なくない。800 時間程度の授業では日本語能力試験Ｎ２レベル
に到達することはかなり困難で、本コースとは別に校外の塾などで日本語能力試験対策の
日本語を学習する学生も存在した。

１－４．教員
　2014 年度までは文化外国語専門学校から 1 年ずつ 2 名の日本人教員が本コース運営及び
授業を担当するために赴任した。筆者は 2013 年度に赴任し、本コースに携わった。2012 年
9 月のコース開始前後に 5 名、初年度の後期から 2 名、5 月から 2 名の中国人教員が採用され、
開始前後から在籍した教員が 2013 年度終了時、2014 年度前期終了時にそれぞれ１名ずつ諸
事情により退職した。中国人教員は全員日本語が堪能であり、それぞれ、大学もしくは大
学院で日本語や日本語教育を専攻していた、日本語学校での教授経験がある、日本での留
学経験が長く日本や日本人に対する理解が深い等の理由で採用された。しかしながら多く
の中国人教員にとって、当初、文化外国語専門学校での授業をベースとした授業の進め方
はなじみの薄いものであり、コース開始前、また始まってからも、研修及び日本人教員に
よる指導を行う必要があった。また授業の注意点やポイントとするべき点、進め方なども
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必要に応じ、事前に日本人教員から中国人教員に伝え、不明な点や疑問、自信がないとこ
ろや確認したいことがあれば、日本人教員に相談できる体制が整えられた。

２．魯美文化国際文化における『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ』の授業を支える環境

２－１．『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ改訂版 指導例集』
　2013 年 11 月に出版された『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ改訂版 教師用指導例集』（以下「文化
初級指導例集」とする）は同年 8 月に出版された文化外国語専門学校オリジナル教科書『文
化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』の教師用参考書である。「文化初級指導例集」の作
成メンバーで「文化初級改訂版」の各文型や本文の担当を決め、担当教員が行っている実
際の授業を原案とし、その後作成メンバーによる検討を重ね指導例として形にしたもので、

「文化初級改訂版」に掲載されているすべての文型と本文の指導例が掲載されている。実際
の授業をもとにまとめられた指導例であるため、個々の指導例には、具体的な教師と学生
とのやりとりの言葉がスクリプトの形で提示されている。さらに練習はどのように、また、
どの程度行えばいいのか、授業でどのような教材、教具を用いればよいのか、板書はどの
ようにするのかなどに関しても、具体的に示されているため、初めて「文化初級改訂版」
を使用する教師や、比較的経験の浅い教師でも、授業の進め方を具体的にイメージできる
ようになっている。
　2012 年の魯美文化国際服装学院開校時には出版に向けて作業中であったが、内容自体は
すでに固まりつつある段階であったため、中国人教員に対しては、原稿段階の指導例を読
んでよく準備をした上で授業に入るように日本人教員が指示した。実際、中国人教員は指
導例に沿った形で授業を進めることとなった。なお 2012 年度、2013 年度は「新文化初級」
を使用していたため、「文化初級改訂版」における改訂箇所については対照表などを用い、

「文化初級指導例集」が使えるようにすると共に、文型を指導する際に扱う用法の範囲が変
更されたものなどについては留意するよう日本人教員から指示を出した。「文化初級改訂版」
で文型から外れた「新文化初級」の一部文型については指導例がないため、授業担当の教
師が指導案を作成した。
　また、「文化初級指導例集」は文化外国語専門学校のように日本の学校の多国籍の学生が
在籍しているクラスでの授業を前提としているため、本文や文型の導入や例文、練習の題
材や内容が本コースの学生に合わない場合や、指導例の例文や練習では十分でないという
場合もあった。その場合は授業担当の教員が新しい導入や例文、練習を考えたり、アレン
ジを加えたりする必要があった。

２－２．教室の設備
　文化外国語専門学校の教室では、ホワイトボードとプロジェクターに接続された書画カ
メラをメインに、必要に応じパソコンをプロジェクターにつなぎかえて使用している。レ
ベルや授業内容によっても多少異なるが、書画カメラの使用頻度が最も高い。
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　本コースで使用される教室では電子白板が使われているが、この電子白板は授業中に書
き込むことは仕様上難しく、現実には電子白板への書き込みはほとんどされていない。ま
た電子白板に付属している書画カメラも反応が鈍く、授業での使用が限定されたため（投
影しているプリントを動かすと、再び焦点が合うまで時間がかかる）、例文や練習の例など
はあらかじめ授業の進行に合わせてパワーポイントファイルの形でまとめ、画像や動画と
共にスクリーンに投影し、必要な場合は各教室にある小さなホワイトボードに板書をする
という方法で授業を行い、プリント類も必要に応じて適宜印刷、配布している。

２－３．授業見学
　本コース開始時は、中国人教員の馴染みの薄い方法をとっていたため、授業の進め方へ
の理解が十分とは言えない部分があった。そこで、日本人教員の授業を中国人教員に見学
してもらい、授業の進め方や日本語を使っての学生とのコミュニケーションのとり方等へ
の理解を深めてもらった。見学後は見学した教員からの疑問に授業担当者が答える時間を
設けた。反対に中国人教員の授業を日本人教員が見学することも行われた。この授業見学
の目的は、中国人教員の授業の進め方が適切か日本人教員の目により確認することで、適
切とは言えない部分があった場合はそれを指摘し、改善方法を提案することにあった。そ
のために授業見学の後は毎回授業担当者とセッションを持ち、疑問に思ったことや、こう
したほうがいいというアドバイスなど、授業について率直に感じたことを伝えた。中国人
教員は授業見学に対しては自らの授業をよりよいものにするための一つの機会として肯定
的にとらえていたようで、積極的に意見や疑問を述べてくれた。このようなセッションを
重ねるうちに、筆者も彼らにとって何が難しいのか、やりにくいのか、また、彼らが難しい、
やりにくいと感じる原因は何なのか疑問を持つようになった。

３．「文化初級日本語」の文型に対する中国人教員の意識調査

　本コースに勤務中、授業見学後のセッション以外でも中国人教員から日常的に日本語や
授業のやり方について質問や相談を受けていた。その中には日本人教員と共通するものも
あれば、異なる発想からのものもなどが混在していた。赴任期間終了後、筆者が本コース
での経験を振り返る中で、中国人教員にとってどのような項目がどのような理由で教えに
くいのかを明らかにし、その結果を指導例や、経験の浅い教員への指導に生かすことがで
きたらと思うようになった。そのための第一歩として、まず「文化初級改訂版」の全文型
に関するアンケート形式の調査を中国人教員に行うこととした。
　
３－１．調査方法
　「文化初級改訂版」の文型一覧をもとにアンケートを作成し 2014 年の赴任教師を通して、
メールで魯美文化の中国人教員に回答を依頼した。（資料 1）　　　　　　　　　　　　　　
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３－２．調査項目
　「文化初級改訂版」の全文型（資料２）に関し、以下の項目について下の図のようにチェッ
クしてもらった。

教えた 理解 教える難度 コメント
Ｌ２１　文型３　～たほうがいいです ✔ ○ ◎

３－２－１．「教えた」
　本コースで該当文型を教えたことがあるかどうか、ある場合は「✔」、教えたかどうか記
憶にない場合は「？」、教えたことがない場合は空欄にしてもらった。

３－２－２．「理解」
　該当文型に関する理解を自己評価してもらった。理解対象は「文化初級改訂版」における、
文法を指導する際に扱う用法の範囲、文法規則、使われる場面等の言語知識とした。「十分
理解している」は◎、「自信がない部分も若干あるが問題はない」が○、「わからない部分
があり迷うことがある」が△、「大きな疑問がある」が×で答えてもらった。

３－２－３．「教える難度」
　教えてみてどうだったか、難しかったか、について答えてもらった。「問題なく教えられた」
は◎、「問題はないが、難しい部分があった」は○、「難しかった。学生の理解に問題があっ
た」は△、「教えて自分もしくは学生が混乱した」は×で答えてもらった。

３－２－４．「コメント」
　特に補足したいことがあれば書いてもらった。

３－３．調査結果

３－３－１．回答の状況
　調査対象となる中国人教員７名中、回答があったのは４名で、４名の内訳は以下の通り
である。　　　　

A 先生 ２０１２年９月より本コースで勤務
B 先生 ２０１２年９月より本コースで勤務
C 先生 ２０１３年３月より本コースで勤務
D 先生 ２０１３年３月より本コースで勤務

回答がなかった３名の中国人教員の内訳は以下の通り。　　　　　　　
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E 先生 ２０１２年９月より本コースで勤務。２０１５年７月に退職
F 先生

２０１４年５月より本コースで勤務。
G 先生

　７名の教員の中で、勤務歴が比較的長く今後も継続して勤務する予定の４名が協力して
くれた。アンケートへの回答の依頼は強制ではなく、協力として行ったので、回答があっ
た４名分を結果として扱うことにし、回答を促すことはしなかった。　　　　　

３－３－２．調査結果
　「文化初級改訂版」の「生活の言葉」を含む全 191 文型に関して、4 名の調査対象者から
回答が得られた。以下、得られた回答を項目ごとにまとめたものである。

３－３－３．＜教えた＞

✔ ？ ×

A 先生 172 12 ７
B 先生 164 11 16
C 先生 153 12 26
D 先生 190 0 １

　この項目に関しては、アンケート調査依頼時に大体の印象で答えてもらえばよいと指示
したため、現実とは異なる場合もあるだろう。「？」がついた文型については、教えたこと
があるかどうかはっきりしないという意味であるため、比較的印象が薄い文型ということ
ができるかもしれない。とはいえ複数の回答者が「？」をつけた文型は 26 課文型３「後で
すぐわかるように、中に入れたものの名前を書いておきます。」の 1 文型（2 名が「？」）の
みであった。「？」ではなく「×」を付けた文型は「教えたことがない」ことがはっきり認
識されている文型であると言えるだろう。

３－３－４．＜理解＞

◎ 〇 △ × 無記入

A 先生 190 1 0 0 0
B 先生 164 2 0 0 25
C 先生 183 7 0 0 1
D 先生 189 1 1 0 0

　　
　調査前の筆者の予想より「◎」が付いた文型が多く、全体の約 95％の文型について、理
解が十分であるという結果となった。筆者の赴任中の経験では、日常的に使われる場面や
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指導すべき用法の範囲、文法規則などに関しての質問を受けていたし、授業見学後のセッ
ションにおいても使用場面などの相談を受けることがあったため、調査前には〇と△の割
合がもっと高いと予想していた。その後、経験を積んでいるうちに理解が十分であると感
じるようになった可能性と、実際の授業や準備と切り離した形で、「この文型を理解してい
るか」と聞かれると「十分理解している」という答えになる可能性が考えられる。
　○や△の付いた文型は以下の通りである。

○ 第 6 課 文型 5 サッカーを見るのが好きです。　　
○ 第 9 課 文型 9 Ａ：何か借りましたか。

Ｂ：はい、着物の本を借りました。
　　いいえ、何も借りませんでした。

△ 第 18 課 文型 6 弟は野球を見に行くと言っていました。
○ 第 20 課 文型 4 進学説明会に行けば、いろいろな学校の先生と話せます。
○ 第 22 課 文型 6 ワンさんはネックレスをほしがっていました。

ワンさんは生け花を習いたがっていました。
○ 第 25 課 自動詞と他動詞
○ 第 27 課 文型 2 間に合わなければ来月にしましょう。
○ 第 28 課 文型 5 ・良子：明日、銀河亭で待ち合わせをしましょう。

　  武：その店はどこにあるの？
・良子：明日、新宿の東口で待ち合わせをしましょう。
　  武：あそこは人が多すぎるから、別の所にしようよ。

○ 第 31 課 文型 1 最近、忙しいようです。／みたいです。
○ 第 32 課 文型 2 歌手のようです。／みたいです。

紙のように／みたいに薄いです。
○ 第 34 課 文型 2 クラブに入るなら、見学してから決めたほうがいいです。

　○や△がついた文型が合計１１文型と少ないため、この項目の調査結果から何かを結論
づけるのは難しい。マークされた文型については「『～と言いました』との違いが微妙にわ
からない」（第 18 課文型６）、「『～たら』と区別できない」（第 20 課文型４）「自分が普段
の生活で使う時、間違えることがある。無意識に使う」（第 28 課文型５）「『～ば』と区別
できない。中国語の意味は同じ」（第 34 課文型 2）等の理解と関連すると思われるコメント
があった。
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３－３－５．＜教える難度＞

◎ 〇 △ × 無記入

A 先生 168 16 0 0 7
B 先生 164 2 0 0 25
C 先生 127 15 13 0 36
D 先生 188 3 0 0 0 

　教えたことがない項目について無記入とした人、教えたことがなくてもマークした人な
ど、回答基準にばらつきがあったようだ。「理解」と比較すると、○や△がついた項目が多かっ
た。○や△がついた項目は以下の通り。

○ 第 6 課 文型 2 ビールかワインを飲みます。　
○＊ 文型 7 私はサッカーを見るのが好きです。

○ 第 8 課 文型 6
昼はちょっと暑かったですが、朝と夜はあまり暑くありません
でした。

○ 第 9 課 文型 8 ２４日までに返してください。
○＊ 文型 9 Ａ：何か借りましたか。

Ｂ：はい、着物の本を借りました。
　　いいえ、何も借りませんでした。

○＊ 第 10 課 文型 1 新宿で電車に乗ります。
○ 第 15 課 文型 1 Ａ：中野と新中野とどちら（のほう）がにぎやかですか。

Ｂ：中野のほうが（新中野より）近いです。
○ 文型 5 A：中野と三鷹と池袋の部屋の中で、どれがいちばん静かですか。

Ｂ：中野の部屋がいちばん静かです。
○ 文型 8 この部屋は三つの部屋の中でいちばん新しいです。
○ 第 16 課 文型 1 ひざを打ったんです。
○ 文型 5 治るまで激しい運動をしないでください。
○ 第 17 課 文型 2 中国人で日本語が話せる方は、お電話ください。
△ 文型 5 Ａ：１週間にどのぐらい来られますか。

Ｂ：３日ぐらいです。
△ 文型 6 アルバイトの方も使うことができます。

ここでたばこを吸うことはできません。
△ 第 18 課 文型 6 弟は野球を見に行くと言っていました。
○ 第 19 課 文型 2 少し短くしてください。
△ 文型 4 私が試着している間、ここで待っていてください。

私が試着している間に、いなくなってしまったんです。
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○＊ 第 19 課 文型 6 ここをまっすぐ行くと、エスカレーターがございます。
△ 第 20 課 文型 4 進学説明会に行けば、いろいろな学校の先生と話せます。
△ 文型 6 ふじ観光専門学校という学校を知っていますか。
○ 文型 7 実技試験をうけなくてはいけません。
○ 第 21 課 文型 2 靴を脱がないでうちに上がってはいけません。
△ 文型 6 少ししかとれません。
○ 第 22 課 文型 3 前からあんなのがほしいと思っていたんです。
○＊ 文型 6 ワンさんはネックレスをほしがっていました。

ワンさんは生け花を習いたがっていました。
○ 第 23 課 文型 2 たくさんの人が電子書籍を読むようになりました。
○ 文型 3 前はよく紙の本を読みましたが、最近は読まなくなりました。
○ 第 24 課 文型 1 親しい友達との会話１
○ 文型 2 親しい友達との会話２

文型 3 親しい友達との会話３
△ 第 27 課 文型 2 間に合わなければ来月にしましょう。
○ 第 28 課 文型 1 マリーさんが（私に）英語を教えてくれました。
○ 文型 4 （私は）武さんにおいしいものをごちそうしてあげます。
○ 第 29 課 文型 2 入院したと聞いて心配しました。

最近、夜寝られなくて困っています。
○ 文型 3 西田先生が（私に）花をくださいました。

（私は）西田先生に花をいただきました。
○＊ 文型 4 先生の奥さんが洗濯をしてくださいました。

先生の奥さんに洗濯をしていただきました。
○ 文型 5 いろいろな人と日本語で話すようにしています。
△ 第 30 課 文型 2 お待ちください。
△ 文型 3 お借りします。
△ 文型 4 ナプキンを取っていただけませんか。
△ 第 31 課 文型 1 最近、忙しいようです。／みたいです。
○ 文型 4 駅についたら、もう人がおおぜいいました。
○ 第 33 課 文型 1 毎日練習ばかりしていました。
△ 第 34 課 文型 2 クラブに入るなら、見学してから決めたほうがいいです。

　
　全 191 文型の中で 44 文型に○または△が付けられた。44 文型のうち＊のついた 6 文型に
は複数人から○が付けられた。
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３－４．「教える難度」調査結果のカテゴリー分けの試み
　○または△がついた 44 文型のカテゴリー分けを試みてみた。分けるに際しては各文型へ
のコメント等を参考にした。コメントは学生の視点に立って書かれたものが多く、学生の
負担が大きいことや学生が理解しにくいことが、中国人教員には教える難度が高いと感じ
られていると読み取ることができる。
ａ：一言で説明できるもの（第 6 課文型 2、第 9 課文型 8 など）
　　 「学生は理解したが、中国語の意味は○○かと聞かれた」「中国語で一言で説明できる

文型は日本語で 45 分使うと混乱する」などのコメントがあった。
　　 本コースの授業は直接法で行う前提であったが、状況を設定し日本語でやり取りしな

がら文型を導入するという方法が、文型によってはまどろっこしいものであると推測
される。

ｂ： 文法上は必要だが、具体的な意味がない、もしくはつかみにくい文型（第 6 課文型 2、
文型 9 など）

　　 形式名詞の「の」などそれ自体には具体的な意味がない文型は本コースの学生のよう
に語学学習経験が乏しい学習者には理解しにくい部分がありそうだ。

ｃ： 助詞がポイントとなる文型、助詞にもポイントがある文型（第 8 課文型 6、第 9 課文型
9、第 10 課文型 1、第 28 課文型 1 など）

　　 「指導書通りに説明したが、学生のほうはちょっと理解しにくい表情をしていた。それ
で理解するまで何度か繰り返した印象がある」「助詞が多くて、意味も多い。疑問詞と
いっしょに使うと、どちらかを忘れたり、間違えたりする」（第９課文型９へのコメン
ト）などのコメントがあった。前半部分にマークされた文型が多かったが、第 28 課文
型１のように助詞の使い方が一見複雑に見えるものは後半に掲載された文型であって
もマークされている。

ｄ：文が長い文型（第 8 課文型 6、第 15 課文型 1、文型 5 など）
　　「文法はそんなに難しくないが、読むときや書くときは、文が長くなって忘れてしまう」
　　 （第 15 課文型 1 へのコメント）などのコメントがあった。初級前半では例文が長いと

いうこと自体が学生の負担になることが推測される。
ｅ：語彙が多いもの（第 10 課文型 1、第 17 課文型 5 など）
　　 「新出語彙が多すぎ、助詞もたくさんあり、学生が覚えられなくて混乱すると思う」（第

10 課文型１へのコメント）、「『どのぐらい』は大丈夫。前の『１年間、３週間、半年…』
などの数量詞を覚えるのが難しい」などのコメントがあった。覚えなくてはいけない
項目が多ければ学生の負担が大きくなり教えにくいと感じてしまうのだろう。

ｆ：ほかに形が似ている文型があるもの（第 20 課文型 7、第 21 課文型 2 など）
　　 「その場では問題がなかったが、その後『ないで』と『なくて』といっしょに練習した

ら多少混乱があった。説明したら、すぐわかってくれた」（第 21 課文型 2 へのコメント）
などのコメントがあった。

ｇ：いわゆる「とばたらなら」を含むもの（第 19 課文型 6、第 27 文型 2 など）



11『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』の文型に対する魯美文化国際服装学院中国人教員の意識調査

　　区別しにくいというコメントがあった。
ｈ：形が難しいもの、複雑なもの（第 19 課文型 2、第 30 課文型 2、文型３など）
　　 「い形容詞」と「な形容詞」の活用を同時に扱うものや、敬語のように特別な動詞と、

そうでない動詞の形を同時に学ぶ必要があるものは難しいと感じるようだ。
ｉ：敬語表現（第 29 課文型 3、文型 4、第 30 課文型４など）
　　「意味は同じなのに」というコメントがあった。
ｊ：段階的に提出されているもの（第 17 課文型 2）
　　「前の名詞修飾とまとめて教えたほうがいいと思う」というコメントがあった。

　このほかにも「理由はわからないがなんだか難しい」「簡単そうだが意外に難しい」とい
うコメントがついた文型（第 20 課文型 6、第 21 課文型 6、第 31 課文型 1）もあり興味深い。
コメントがなくカテゴリー分けできなかった文型もあるので、今後機会があれば、さらに
インタビューなどして詳しく調べていきたい。

４．おわりに

　文型の理解に関しては、日本人教員と中国人教員の間には異なる部分もあると思われる
が、本コースのように同じ教え方をベースにしている場合、「教え方の難度」の意識に関し
ては、日本人と中国人教員に共通する部分が予想していたより大きいという印象を持った。
今後は比較的験の浅い日本人教員との比較のための調査もしてみたい。また、今回の調査
を通し、「教えにくい」と感じる理由をさらに考えていくことで、より効率的で学生にとっ
て負担が少ない教え方や文型の提出順、指導方法の改善へのヒントが得られるという感触
を得た。今後はさらに調査を進めることで実際の授業に役立てるような成果を得たいと考
えている。
　また本コースに関しては、2015 年度より、カリキュラムの中で日本語能力試験関連の教
材を扱う部分が諸事情により大幅に増え、「文化初級改訂版」の授業のあり方も中国語の使
用を増やし、導入や練習に費やす時間を減らすように変わることになった。この変化を経
て教員の意識がどのように変化するのかにも注意してきたい。
　本調査に協力してくださった、羅北辰先生、朴占玉先生、張麗麗先生、寧先誉先生、ま
たアンケート調査を仲介してくださった本学の平川奈津子先生に深く感謝の意を捧げ、本
論を終わりとしたい。
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みなさま

　みなさま、お元気ですか？　きっと元気に授業を頑張っていることと思います。魯美では大変お世話
になりました。本当にありがとうございました。また、いろいろと至らないところがあり申し訳なく思っ
ています。もうずいぶん昔のことのように思われますが、1 年前は魯美で教えていたんですね～。みな
さんも 2 年目、3 年目となり余裕の授業ができているんじゃないかなあと思います。魯美の 1 年目の学
生も無事こちらに来ているようです。

　ところでみなさんにお願いがあります。東京の文化外国語専門学校では毎年紀要を出しています。こ
こ数年はオンライン版になっているので文化学園のホームページから見ることができます。（今までのも
のや新文化の教科書に関するものもあるのでお時間があるときに興味のある人は見てみてください。）今
年は順番で私が紀要に論文を書くことになりました。何を書こうかいろいろ考えたのですが、みなさん
が文化初級ⅠⅡの文型についてどう感じたか、教えてみてどうだったかをまとめたらおもしろいんじゃ
ないかなあと思いつきました。それでみなさんに協力をお願いしたいです。強制ではありませんが、ぜ
ひ協力してください。

＜論文の概要＞
　文化初級の各文型に関する簡単なアンケートを実施（魯美の先生方）
　　↓
　 教えにくいと意識されている文型はあるか　その理由は何か、を知ることを目的にアンケートをまと

める
　　↓
　必要であればメール等で追加調査
　　↓
　結果の分析　提案等

＜アンケート：回答の仕方＞
個人名は出しませんし、個人の評価等にもまったく無関係なので、率直お答えください。ただ、今後追
加で質問したい場合があるかもしれないので、記名をお願いします。わからないところは無理に考えた
り思い出したりしなくてもＯＫです。「？」と記入してください。あまり時間を使って考えず、頭に浮か
んだものを書いてください。

○各項目について
「教えた」
　魯美の授業で教えた記憶があるものは「✔」、分からないものは「？」、教えた記憶がないものには「×」
を記入してください。過去のスケジュール等を調べたりする必要はありません。

「理解」
　文型についての理解について答えてください。
文型の理解とは文化初級ⅠⅡで扱われている意味（の範囲）、使い方、形を理解していることを指します。

資料１：依頼文書とアンケート
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◎十分理解している　
○自信がない部分も若干あるが理解に問題はない
△わからない部分があり迷うことがある／あった
×全体的によくわからない
例）助詞がよくわからない→△
　　過去形も使えるかどうかわからなかった→△
　　～との違いがわからない→△
　　～との違いの説明を指導書で読めば理解できるが、なんとなく納得できない部分がある→○
　　その文型で使えない動詞は指導書を見ればわかるが、使えない理由はわからない→○～△
　　結局のところどんな時にどのように使うか自分ではわからない→×
　　なぜこの文型を勉強しなければならないかわからない→×～△
　　学生に形に関して質問されたが、その場ではわからず答えられなかった→△
　　　

「教える難度」
　教えてみてどうだったか、難しかったかに関する項目です。教えたことがあるものに関しては、その
経験をもとに、そうでないものに関しては教えることを想定して答えてください。
◎問題なく教えられた
○問題はないが、難しい部分もあった
△難しかった。問題があった。
×自分または学生が授業で混乱した
例）学生は意味と形は理解したが、使い方はよくわからなかったと思う→△
　　おおむね大丈夫だったが、練習の場面の選択が難しく、いくつかはわかりにくかったようだ→○
　　授業の後で、結局中国語で意味は何かと聞かれた→×～△
　　順調に授業は進んだが、学生が十分に理解している感じがしなかった→○
　　導入はうまくできたと思ったが、練習に入ると混乱してしまった。→×～△

「コメント」
　補足説明や文型を教えて特に残った印象などあれば書いてください。特になければ空欄のままでＯＫ
です。

＊○△×で迷うことがあると思いますが、おおよその目安なので、自分の感覚で判断でてください。（す
ごく迷った時はコメント欄にその旨記入してください）また、具体的にわからない点がある文型につい
ては疑問をコメント欄に書いていただければできる範囲でお答えします。

＊質問があれば刈谷までメールでお願いします。
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資料２：『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ テキスト 改訂版』より文型意味一覧
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